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Ｑ
平
成
27
年
度
予
算
規
模
は

Ｑ
  い
く
ら
見
込
む
か
高
齢
者
見

守Ａ
予
算
総
額
は
１
２
０
億
円

Ａ
  前
半
と
な
る
見
込
み

問
主
要
事
業
と
そ
の
予
算
規

模
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

記
念
事
業
で
好
評
を
得
た

「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」等
の
今

後
の
継
続
と
財
政
健
全
化

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
市
長

主
要
な
事
業
と
い
た
し
ま
し

西室　衛

代
表
質
問

清風会＆公明

て
は
、
大
月
東
小
学
校
の
校
舎
、

体
育
館
建
設
事
業
で
、
そ
の
事

業
費
は
約
10
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
短
大
新
校
舎
の
建
設

に
１
億
５
、
０
０
０
万
円
余
り

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
事
業
に
は
人
口
減
少

対
策
や
地
域
活
性
化
対
策
の
予

算
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
60

周
年
記
念
行
事
で
大
変
好
評
を

得
ま
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
や
ア

そ
の
他
の
質
問

ユ
釣
り
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
の

環
境
は
徐
々
に
整
っ
て
お
る
状

況
で
す
。
今
後
も
、
歳
入
に
お

い
て
は
、
市
税
収
納
率
の
向
上

や
土
地
開
発
公
社
か
ら
引
き
継

い
だ
市
有
財
産
の
処
分
な
ど
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
、
ま
た

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
優
先
順

位
づ
け
に
よ
る
事
業
の
取
捨
選

択
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
に
見
合

っ
た
歳
出
予
算
を
目
指
し
、
経

費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
　
市
内
の
町
名
廃
止
に
つ

い
て

問
　
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て

問

防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

Ｑ
「
大
月
市
生
き
が
い
創
生
委
員

Ｑ
  会
」
で
の
取
り
組
み
は

Ａ
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け

Ａ
  る
た
め
に
、
全
庁
・
全
職
員

Ａ
  体
制
で
取
り
組
む

問
専
門
部
会
で
の
議
論
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
市
長
が

描
く
具
体
的
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
市
長

私
を
委
員
長
と
し
た
「
大
月

市
生
き
が
い
創
生
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

委
員
会
の
下
に
少
子
化
対
策
部

会
、
移
住
定
住
対
策
部
会
、
地

域
活
性
化
等
対
策
部
会
の
３
つ

の
専
門
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

私
が
描
く
本
市
の
人
口
減
少
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
つ
の

項
目
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
今
、
大
月
市
に

住
ん
で
い
る
人
々
が
、
そ
の
ま

ま
大
月
市
に
住
み
続
け
、
子
供

を
産
み
育
て
、
２
つ
目
は
、
市

外
の
人
々
に
大
月
市
を
選
ん
で

住
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
市
外

に
出
て
い
る
人
た
ち
に
は
、
ふ

る
さ
と
大
月
に
帰
っ
て
き
て
住

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
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Ｑ
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
業

Ｑ
  の
活
性
化
の
考
え
は

Ａ
林
業
労
働
力
の
確
保
並
び
に

Ａ
  木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促

Ａ
  進
を
図
る

Ｑ
（
仮
称
）大
月
駅
西
側
再
開
発

Ｑ
  事
業
を
再
度
提
案
す
る

Ａ
駅
西
側
と
北
側
の
位
置
づ
け

Ａ
  を
明
確
化
し
鉄
道
事
業
者
と

Ａ
  協
議
す
る

問
観
光
客
が
増
大
し
て
い
る

が
、
受
け
皿
が
な
い
。

早
期
に
事
業
化
を
目
指
し

た
ら
い
か
が
か
。

答
市
長

問
間
伐
材
の
利
用
を
図
り
、

林
業
に
お
け
る
雇
用
増
大

を
提
案
す
る
。

答
産
業
観
光
課
長

本
市
の
森
林
面
積
は
約
２
万

４
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

市
総
面
積
の
約
87
％
を
占
め
て

お
り
、
そ
の
う
ち
民
有
林
は
１

万
２
、
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

森
林
総
面
積
の
約
50
％
で
あ
り

ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
森
林
組
合

の
協
力
を
得
て
、
荒
廃
森
林
再

生
事
業
や
、
里
山
再
生
事
業
を

進
め
、
森
林
の
適
正
な
整
備
、

保
全
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
林
業
技

ご
提
案
は
市
の
活
性
化
の
大

変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と

山田　政文

代
表
質
問

スマイル

の
認
識
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
も
鉄
道
事
業
者
の

ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
段
階
ま

で
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
大
月
駅
北
側

の
再
開
発
と
一
体
的
な
も
の
と

術
者
の
人
材
育
成
、
林
業
労
働

力
の
確
保
並
び
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

間
伐
材
の
有
効
利
用
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
大
月
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
燃
料
と
し
て
、

活
用
す
る
方
法
を
確
立
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
大
月
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
株
式
会
社
と
覚
書
に
間
伐
材

の
利
用
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
６
次
産
業
化
及
び
防
災

拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

設
置
に
つ
い
て

問
　
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て

替
え
に
つ
い
て

問
　
景
観
や
生
活
環
境
に
配

慮
し
た
太
陽
光
発
電
施

設
設
置
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

し
て
捉
え
た
中
で
大
月
市
総
合

計
画
及
び
国
土
利
用
計
画
な
ど

の
上
位
計
画
と
の
整
合
性
、
地

域
潜
在
力
の
調
査
等
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
再
開
発
計
画
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
資
金
計
画
、

事
業
主
体
、
企
業
誘
致
の
仕
組

み
等
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。



本
市
で
は
、
本
年
10
月
に
関

係
機
関
等
が
連
携
、
協
力
し
て
、
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藤本　実

代
表
質
問

日本共産党

Ｑ
大
月
市
が
目
指
す
地
域
包
括

Ｑ
ケ
ア
と
は

Ａ
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

Ａ
  で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮

Ａ
  ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り

大
月
市
第
７
次
健
康
増
進
計

画
「
健
や
か
ラ
イ
フ
お
お
つ
き

21
」
を
平
成
24
年
度
に
策
定
し
、

地
域
全
体
で
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
も
が
笑
顔
で
元
気
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
、
健
康
づ
く
り
宣
言

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
８
次
健

康
増
進
計
画
に
お
い
て
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問
医
療
・
介
護
制
度
改
革
の

も
と
で
、
大
月
市
が
目
指

す
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
の

中
で
、
職
員
に
は
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち

に
寄
り
添
い
、
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

問
健
康
寿
命
の
特
徴
を
よ
く

理
解
し
、
伸
ば
す
こ
と
は
、

市
民
は
も
と
よ
り
都
市
部

の
住
民
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
ま
ち
に
映
る
は
ず
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
化
さ
せ
る
点
か
ら
も
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
の
観

点
を
踏
ま
え
た
「
大
月
市

健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」

を
準
備
し
て
は
ど
う
か
。

Ｑ
大
月
市
健
康
づ
く
り
都
市
宣

Ｑ
言
を
準
備
し
て
は
ど
う
か

Ａ
第
８
次
健
康
増
進
計
画
に
盛

Ａ
  り
込
み
た
い

答
市
民
生
活
部
長

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
使
　

命
と
し
て
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

答
市
民
生
活
部
長

地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
ケ
ア

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
医
療
、
介
護
、
地
域
、
福
祉

な
ど
の
代
表
者
に
よ
り
ま
す
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
を
立
ち

上
げ
た
。

12
月
３
日
に
は
大
月
市
と
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
が
主
催

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

研
修
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
地
域
、

行
政
の
方
な
ど
１
５
０
人
余
り

が
集
い
、
大
月
市
の
現
状
、
課

題
を
共
有
し
合
う
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
「
居
場
所
づ
く
り
」

と
医
療
、
介
護
の
連
携
、
病
診

連
携
の
推
進
等
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
は
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
と
も
に
支
え
合
い
、
高
齢

者
と
な
っ
て
も
地
域
の
一
員
と

し
て
役
割
を
受
け
持
ち
、
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。

大
月
市
に
こ
に
こ
体
操
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答
保
健
介
護
課
長

Ｑ
全
て
の
不
妊
治
療
費
に
対
し

Ｑ
助
成
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

Ｑ
が

Ａ
特
定
不
妊
治
療
を
含
め
た
一

Ａ
  部
助
成
実
施
に
向
け
検
討
し

Ａ
  て
い
る

問
保
険
適
用
の
範
囲
に
関
わ

ら
ず
全
て
の
不
妊
治
療
費

に
対
し
、
助
成
を
開
始
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
そ

の
考
え
は
。

Ｑ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

Ｑ
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が

Ａ
ど
の
よ
う
な
事
業
が
適
し
て

Ａ
  い
る
か
検
討
す
る
Ａ
  

問
地
域
経
済
循
環
創
造
交
付

金
事
業
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
財

源
を
確
保
し
市
民
活
動
や

経
済
活
動
の
活
性
化
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

答
企
画
財
政
課
長

地
域
経
済
循
環
創
造
交
付
金

は
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
て
事
業
化
に
取
り
組
む

民
間
事
業
者
が
、
事
業
開
始
段

階
で
必
要
と
な
る
初
期
投
資
の

一
部
を
自
治
体
が
助
成
し
た
場

合
、
そ
の
助
成
に
対
し
、
総
務

省
が
交
付
金
と
し
て
自
治
体
に

交
付
す
る
も
の
で
、
大
月
市
内

の
人
と
原
材
料
を
資
源
と
す
る

こ
と
で
、
雇
用
の
創
出
や
地
場

産
業
の
活
性
化
、
ま
た
営
業
利

益
を
上
げ
る
こ
と
で
市
税
の
税

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど

収
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
事
業
と
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

事
業
審
査
は
、
事
業
者
の
経

営
能
力
、
事
業
計
画
の
妥
当
性

に
つ
い
て
、
金
融
機
関
と
十
分

な
調
査
を
行
う
よ
う
、
総
務
省

か
ら
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
小
口
の
資
金
を
集
め
る

手
法
で
最
近
、
よ
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
市
の
観
光

商
工
課
で
実
施
し
た
観
光
案
内

板
の
設
置
の
取
り
組
み
も
話
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
に
こ
の
手
法
の
導
入

に
つ
い
て
の
検
討
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

事
業
が
こ
の
手
法
に
適
し
て
い

る
の
か
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

に
よ
る
特
定
不
妊
治
療
は
多
額

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

特
定
不
妊
治
療
を
含
め
た
一
部

助
成
の
実
施
に
向
け
て
、
県
内

市
町
村
の
助
成
状
況
を
調
査
し
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

小林　信保

一
般
質
問

スマイル

鎌
倉
市
の
観
光
案
内
板
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議
会
運
営
委
員
会

行
政
視
察
研
修
報
告

三重県亀山市議会

期
　
　
日
●
平
成
27
年
２
月
２
日
・
３
日
・
４
日
　

視
察
先
●
三
重
県
亀
山
市
議
会
　
●
奈
良
県
生
駒
市
議
会
　

視
察
先
●
大
阪
府
東
大
阪
市（
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪
）

研
修
内
容
●
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
●
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て

●
も
の
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
積
極
的
な
情
報
の
公
開
、

政
策
活
動
へ
の
多
様
な
市
民
参

加
の
推
進
、
議
員
間
の
自
由
な

討
議
の
展
開
、
市
長
等
の
行
政

機
関
と
の
持
続
的
な
緊
張
の
保

持
、
議
員
の
自
己
研
鑽
と
資
質

の
向
上
、
議
会
活
動
を
支
え
る

体
制
の
整
備
状
況
等
の
調
査
・

研
修
を
目
的
に
視
察
研
修
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
三
重
県

の
亀
山
市
議
会
、
奈
良
県
の
生

駒
市
議
会
に
お
い
て
、
議
会
改

革
へ
の
取
り
組
み
と
議
会
運
営

全
般
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
の
東

大
阪
市
で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
も

の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
も
の
づ
く
り
支
援

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
し
ま
し

た
。亀

山
市
で
は
、
平
成
22
年
８

月
に
議
会
基
本
条
例
を
施
行
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
改
革

推
進
会
議
と
そ
の
補
助
機
関
で

あ
る
検
討
部
会
を
設
け
、
議
会

改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
７
月
に
は
20
歳
以

上
の
市
民
１
、
０
０
０
人
を
対

象
に
「
亀
山
市
議
会
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、

更
な
る
「
議
会
の
見
え
る
化
」
の

推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
生
駒
市
で
は
、
平
成

23
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に

向
け
た
協
議
が
開
始
さ
れ
、
基

本
条
例
の
素
案
を
全
議
員
で
確

認
、
市
民
へ
の
説
明
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
届
け

ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
議
会

基
本
条
例
を
平
成
25
年
12
月
定

例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
制

定
し
、
翌
26
年
１
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
制
定
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

新
た
な
改
革
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
現
在
も
継
続
性
を
持
っ
て

改
革
に
取
り
組
み
、
条
例
の
検

証
や
見
直
し
の
協
議
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

­両
市
で
の
研
修
に
お
い
て
、

「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
と
制
定

後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

中
で
、
当
委
員
会
で
も
こ
の
行

政
視
察
の
成
果
を
十
分
に
活
か

し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
議
会
運

営
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
大
阪
府
東
大
阪
市
に

あ
る
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
も
の
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
阪
で
は
、

大
阪
府
の
も
の
づ
く
り
支
援
の

た
め
の
体
制
と
し
て
、
技
術
的

支
援
を
す
る
拠
点
・
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
を
中
心
に
支
援
す

る
拠
点
と
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
設
け
、
２
つ
の
拠
点
で
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
を
支
援
し
て

い
る
現
状
と
、
府
が
現
在
力
を

注
ぎ
事
業
展
開
し
て
い
る
「
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

お
お
さ
か
」
の
３
つ
の
事
業
、

自
治
体
、
商
工
会
議
所
、
公
的

産
業
支
援
機
関
、
大
学
、
金
融

機
関
が
参
画
す
る
支
援
者
側
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
、
地
域
経

済
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
，
域

外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
見
聞
し
て
き

ま
し
た
。

奈良県生駒市議会
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議
員
辞
職

会
派
解
散
届

会
派
結
成
届

会
派
構
成

◎
卯
月
政
人
議
員
の
議
員
辞
職

願
が
１
月
31
日
付
で
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

◎
山
田
政
文
議
員
の
議
員
辞
職

願
が
12
月
31
日
付
で
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

◎
会
派
「
ス
マ
イ
ル
」（
代
表
山

田
政
文
議
員
）
よ
り
会
派
解
散

届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
会
派
「
自
由
民
主
党
」（
代
表

小
泉
二
三
雄
議
員
）
よ
り
会
派

結
成
届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
大
月
市
議
会
の
会
派
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
清
風
会
＆
公
明

・
代
　
表
　
者相

　
馬
　
保
　
政

・
所
­属
­議
­員後

　
藤
　
慶
　
家

古
　
見
　
金
　
弥

西
　
室
　
　
　
衛

◎
山
と
川
の
街
大
月

・
代
　
表
　
者小

　
原
　
丈
　
司

・
所
­属
­議
­員大

　
石
　
源
　
廣

奥
　
脇
　
一
　
夫

◎
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

・
代
　
表
　
者天

　
野
　
祐
　
治

・
所
­属
­議
­員山

　
田
　
善
　
一

◎
自
由
民
主
党

・
代
表
及
び
所
属
議
員

小
　
泉
　
二
三
雄

◎
日
本
共
産
党

・
代
表
及
び
所
属
議
員

藤
　
本
　
　
　
実

◎
無
会
派
議
員鈴

　
木
　
章
　
司

小
　
林
　
信
　
保

山
梨
県
市
議
会
議
長
会

議
員
合
同
研
修
会

山
梨
県
市
議
会
議
長
会
で
は
、
毎
年
８
月
（
前
期
）
と
２
月
（
後
期
）
の
年
２
回
、
県
内
13
市
の

議
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
月
５
日
に
は
、
ア
ピ
オ
甲
府
に
お
い
て「
平

成
26
年
度
­山
梨
県
市
議
会
議
長
会
（
後
期
）

議
員
合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
会
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の

金
井
利
之
氏
を
講
師
に
迎
え
「
少
子
・
高
齢
化

に
お
け
る
地
方
議
会
の
対
応
」
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
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委員長　　小林　信保
副委員長　藤本　　実
委　員　　古見　金弥
委　員　　西室　　衛
委　員　　鈴木　章司

市議会だより
編集委員会

11 日

11 日 

※定例会前の議会運営委員会で正式
に決定されますので、詳細は議会事
務局にお問い合わせください。

編集後記

議会日誌 あなたも本会議を傍聴しませんか

12月

平成 26 年第 5 回（12 月）市議会定例会開会
全員協議会

平成 26 年第３回東部地域広域水道企業団議会定例会
代表質問 ・ 一般質問
総務産業常任委員会
社会文教常任委員会
会派代表者会議
議会運営委員会
全員協議会

1 月
新年互礼会
成人式実行委員会と意見交換会10 日
大月市成人式
大月市消防出初式12 日 
第 51 回大月市駅伝競走大会18 日
議員定例懇談会20 日 
市議会だより編集委員会27 日 
関東市議会議長会  正副会長会議・第2回支部長会議29 日 
関東市議会議長会  視察研修30 日 

2 月

議会運営委員会行政視察研修（奈良県生駒市）
議会運営委員会行政視察研修（大阪府東大阪市）

議会運営委員会行政視察研修（三重県亀山市）

（ 開 会 日 ）　　
（ 代表質問・

一般質問 ）
（ 閉 会 日 ）　　　

３日 
４日 

２日  

1 日 

3 日 

15 日 
16 日
18 日 

平成 26 年第５回（12 月）市議会定例会閉会

山梨県市議会議長会（後期）議員合同研修会５日
第 30 回山梨県市町村自治講演会
全国広域連携市議会協議会第 46 回総会６日
全国高速自動車道市議会協議会第 41 回定期総会10 日

５日 

特集記事である新成人との対話には、
成人式の前日リハーサルを終えた成人
式実行委員のほとんどの皆さんが参加
してくださいました。

働く場所に関してのシビアな意見等を
聞くことができた今回の対話は、現実
を直視する貴重な機会となりました。

２月

３月   

３月

3 月定例会の日程（予定）

議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名などを
記入するだけで出来ます。
詳しいことは議会事務局へお問い合わせく
ださい。

日

日

日

27

9

20


